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６月定例会のあらまし ・・・・ 2 ～  5 Ｐ
一般質問に８名の議員が登壇 6 ～  9 Ｐ

表彰のお知らせ、要望書を受理
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委員会活動報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 11Ｐ
９月定例会のお知らせ、デスクメモ 12Ｐ



定
例
会
で
審
議
し
た
案
件

自
衛
官
等
募
集
事
務
重
点
推
進
市

町
に
指
定

自
衛
隊
員
募
集
事
務
経
費
に
つ
い

て
、
令
和
３
、
４
年
度
は
本
市
が
自
衛

官
等
募
集
事
務
重
点
推
進
市
町
の
指
定

を
受
け
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
理
由
で
決
ま
る
の
か
。
ま
た
、

指
定
を
受
け
る
と
具
体
的
に
ど
う
変
わ

る
の
か
。

特
に
明
確
な
基
準
は
な
く
、
そ
の

都
度
、
県
と
自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本

部
が
協
議
の
う
え
、
市
町
を
選
定
し
、

選
定
を
受
け
た
市
町
が
受
託
を
決
定
す

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
年
間
約
２
万

円
の
予
算
が
、
指
定
を
受
け
る
と
約

30
万
円
と
な
る
た
め
、
そ
の
分
、
充
実

し
た
活
動
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
推
進
事
業

た
つ
の
市
は
災
害
が
少
な
く
安
全

な
ま
ち
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

移
住
促
進
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
を
考

え
て
お
り
、
そ
の
中
で
災
害
が
少
な
く

安
全
と
い
う
と
こ
ろ
も
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
よ
う
考
え
て
い
く
。

同意案件	 7件
条例制定・改正	 4件
補正予算	 2件
請　　	願	 1件

意		見		書	 1件

令和3年

定例会
6月

主な補正内容
●輝く地域応援事業-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -29万2千円

（兵庫県が地域の賑わい創造や活性化を目的に実施する地域再生大作戦の一環として、
過疎化が進行する地域を対象に、集落元気度調査を実施する経費の追加）

●コミュニティ助成事業-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -380万円
（（一財）自治総合センターコミュニティ助成事業助成金の採択に伴う補助金の計上） 

●新型コロナウイルス感染症対策従事者慰労金支給事業-- - - - - - - - - - - - - - -8,212万2千円
（市内の介護・障害福祉事業所に勤務する従事者に支給する慰労金等の計上）

●高齢者元気活き活きリフレッシュ事業-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -4,449万5千円
（コロナ禍において、高齢者の元気回復やフレイル予防の一助とするため、たつのふる
さと応援商品券を支給する交付金等の計上）

●観光駐車場整備事業-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -1,100万円
（観光駐車場４箇所の有料化に伴い、料金精算機を設置する備品購入費の追加）

●オンライン移住相談推進事業-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -376万8千円
（移住希望者へ24時間365日移住相談を受付できるオンライン移住相談システムの
導入等に伴う委託料の計上）

●体育施設整備事業-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2,160万円
（（独）日本スポーツ振興センタースポーツ振興くじ助成金の採択に伴い、新宮スポーツ
センター競技場の照明器具整備に係る工事費等の追加）

市長提出案件

委員会提出

　今回の補正は、コロナ禍における市民の安全・安心を守るための支援
や補助事業の決定に伴う事業費の追加等、緊急やむを得ない事情によ
り、一般会計で補正予算（総額2億5,272万5千円）を可決しました。

会期／
6月3日〜6月24日  22日間

定例会でこのようなことが決まりました

会計名 補正額 補正後の予算総額

一般会計 ２億5,272万５千円 354億5,168万２千円

令和３年度一般会計補正予算の主な内容

補
正
予
算

を
可
決

0280



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
従
事
者
慰
労
金
支
給
事
業

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
強
い
使
命

感
を
持
ち
業
務
を
継
続
す
る
市
内
の

介
護
・
障
害
福
祉
事
業
所
に
勤
務
す

る
従
事
者
を
支
援
す
る
た
め
、
１
人

当
た
り
２
万
円
の
慰
労
金
を
支
給
し

ま
す
。ど

の
よ
う
な
方
が
支
給
対
象
に

な
る
の
か
。

市
内
の
介
護
・
障
害
福
祉
事
業

所
に
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
の
間

に
10
日
以
上
従
事
さ
れ
た
方
で
、
そ

の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
方
が

対
象
に
な
る
。

支
給
対
象
者
４
，１
０
０
人
は
ど

の
よ
う
な
算
出
か
。

昨
年
、
兵
庫
県
の
方
か
ら
慰
労

金
を
支
給
し
て
お
り
、
そ
の
数
字

を
参
考
と
し
て
い
る
。
内
訳
と
し

て
は
、
介
護
施
設
２
，８
０
０
人
、

障
害
福
祉
施
設
で
１
，３
０
０
人
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
び
、
調
査
の
対
象
と
な
る

７
地
区
に
つ
い
て
は
、
調
査
に
入
る
前

に
事
前
に
自
治
会
長
に
説
明
に
伺
い
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
行
う
。

体
育
施
設
整
備
事
業

水
銀
灯
の
製
造
中
止
に
よ
り
、
新

宮
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
競
技
場
の
照
明

器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
他
に
水
銀
灯
を
使
用
し
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
施
設
等
は
あ
る
の
か
。

揖
保
川
、
御
津
の
施
設
が
水
銀
灯

に
な
っ
て
い
る
が
、
両
施
設
は
建
築
年

も
古
い
こ
と
か
ら
、
統
廃
合
な
ど
も
視

野
に
含
め
な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

観
光
駐
車
場
整
備
事
業

観
光
施
設
整
備
費
が
１
，７
０
０ 

万
円
か
ら
７
０
０
万
円
減
額
し
た
理
由

は
何
か
。

工
事
費
に
、
料
金
精
算
機
２
台
分

の
備
品
代
を
含
め
計
上
し
て
い
た
が
、

備
品
購
入
費
に
ま
と
め
て
４
台
分
を
計

上
し
た
も
の
で
あ
る
。

地
籍
調
査
事
業

ど
こ
の
地
域
の
調
査
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

今
年
度
は
、
揖
保
川
町
正
條
地
区

及
び
龍
野
町
富
永
地
区
を
予
定
し
て

い
る
。現

在
の
全
体
の
進
捗
率
は
ど
の
く

ら
い
な
の
か
。

令
和
２
年
度
末
に
お
い
て
、
調
査

対
象
面
積
全
体
186
・
33
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
対
し
て
、
調
査
完
了
面
積
が

35
・
21
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

進
捗
率
は
18
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

輝
く
地
域
応
援
事
業

兵
庫
県
の
地
域
再
生
大
作
戦
に
つ

い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ

り
、
自
治
会
か
ら
事
業
案
が
出
に
く
い

と
思
う
が
、
自
治
会
に
対
し
て
説
明
や

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
う
の
か
。

高
齢
者
元
気
活
き
活
き
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
事
業

敬
老
会
の
中
止
に
よ
る
代
替
え

事
業
に
な
る
の
か
。

敬
老
会
を
含
め
、
様
々
な
催
し

が
中
止
に
な
り
、
外
出
す
る
機
会
が

少
な
く
な
る
中
で
、
フ
レ
イ
ル
予
防

の
一
環
と
し
て
外
出
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
事
業
で
あ

る
。
ま
た
、
敬
老
会
は
中
止
に
な
っ

た
が
、
写
真
撮
影
は
例
年
通
り
実
施

す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
支
給

事
業

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
長
期
化
に
伴
い
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
貸
し
付
け
る
緊
急
小
口
資
金

等
の
特
例
貸
付
を
利
用
で
き
な
い
世

帯
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
生
活

困
窮
世
帯
に
対
し
、
生
活
の
保
障
と

能
力
に
応
じ
た
自
立
に
つ
な
げ
る
た

め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
を
支
給
し

ま
す
。

コ
ロ
ナ
関
連
事
業

6月定例会令和3年  第3回 

新宮スポーツセンター

03 80



請
願
採
択

請
願
採
択

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
再
発
行
に

係
る
手
数
料
の
徴
収
権
限
が
Ｊ
‐
Ｌ
Ｉ

Ｓ
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
事
務

手
続
き
は
今
ま
で
ど
お
り
市
民
課
窓
口

で
よ
い
か
。
ま
た
、
再
発
行
手
数
料
に

つ
い
て
は
、
現
状
と
変
わ
ら
な
い
と
の

認
識
で
よ
い
か
。

再
発
行
の
事
務
手
続
き
は
、
変
わ

ら
ず
市
民
課
窓
口
と
な
る
。
ま
た
、
再

発
行
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
現
状
、
紛

失
し
た
場
合
等
、
本
人
の
責
め
に
よ
る

場
合
は
８
０
０
円
を
徴
収
し
て
お
り
、

今
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
同
額
に
な

る
と
想
定
し
て
い
る
。

　

龍
野
地
区
の
市
営
駐
車
場
（
川
原

町
、
中
霞
城
①
、
中
霞
城
②
及
び
新
た

に
整
備
す
る
下
川
原
の
４
箇
所
）
の
使

用
料
を
徴
収
す
る
た
め
、
本
市
駐
車
場

条
例
に
お
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
い

ま
す
。駐

車
時
間
が
24
時
間
ご
と
と
な
っ

て
い
る
が
、
日
帰
り
の
場
合
は
、
そ
こ

ま
で
の
時
間
の
必
要
が
な
く
６
時
間
等

の
設
定
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

有
名
な
観
光
地
が
あ
る
他
市
で

は
、
時
間
設
定
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
現
状
の
龍
野
地
区
に
お
い
て

は
利
用
し
や
す
い
値
段
と
い
う
こ
と
な

ど
、
総
合
的
に
判
断
し
て
24
時
間
ご
と

に
３
０
０
円
と
し
て
い
る
。

料
金
の
徴
収
は
ど
の
よ
う
な
形
に

な
る
の
か
。

設
置
す
る
自
動
支
払
機
は
、
ゲ
ー
ト

式
で
は
な
く
チ
ケ
ッ
ト
式
と
な
り
、
お
金

を
支
払
っ
た
ら
出
て
く
る
チ
ケ
ッ
ト
を

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
等
に
中
か
ら
貼
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
証
明
と
す
る
。

た
つ
の
市
手
数
料

条
例
を
改
正

龍
野
地
区
の
市
営
駐

車
場
を
有
料
化
へ

意
見
書
提
出

　

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
の
提
出
議
案

に
よ
り
、
請
願
採
択
に
伴
う
意
見
書
案

を
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
、
国

の
関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

※
意
見
書
文
は
左
記
の
と
お
り

◆
採
択
し
た
請
願

　

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
拡
充
を
は
か
る
た
め
の
、

２
０
２
２
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見

書
採
択
の
要
請
に
つ
い
て

【
請
願
者
】
揖
龍
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長　

井
上  

雄
策  

氏

中霞城①駐車場

意見書第９号 

 

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度拡充を図るための、２０２２年度 

政府予算に係る意見書 

 

改正義務標準法が成立し、小学校の学級編制標準が学年進行により段階的に３５人に引

き下げられます。今後、小学校だけに留まるのではなく、中学校・高等学校での３５人学

級の早期実施が必要です。さらに、きめ細かな教育をするためには３０人学級の実現が不

可欠です。そのうえ、文部科学大臣も改正義務標準法に関わる国会答弁の中で、３０人学

級や中学校・高等学校における少人数学級の必要性についても言及しています。 

学校現場では、新型コロナウイルス感染症対策による教室の消毒作業等や、貧困・いじ

め・不登校など解決すべき課題が山積しており、子どもたちのゆたかな学びを実現するた

めの教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困難な状況となっています。ゆた

かな学びや学校の働き方改革を実現するためには、加配の増員や少数職種の配置増など教

職員定数改善が不可欠です。 

一方、厳しい財政状況の中、独自財源により人的措置等を行っている自治体もあります

が、自治体間の教育格差が生じることは大きな問題です。義務教育費国庫負担制度につい

ては、小泉政権下の「三位一体改革」の中で国庫負担率が２分の１から３分の１に引き下

げられました。国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国のどこ

に住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子ども

の学びを保障するための条件整備は不可欠です。 

こうした観点から、２０２２年度政府予算編成において下記事項が実現されるよう、強

く要請いたします。 

 

記 

 

１．中学校・高等学校での３５人学級を早急に実施すること。また、さらなる少人数学級

について検討すること。 

２．学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配の増員や少数職種の配置増

など教職員定数改善を推進すること。 

３．自治体で国の標準を下回る「学級編制基準の弾力的運用」の実施ができるよう加配の

削減は行わないこと。 

４．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の負担割合を

引き上げること。 

 

 以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出する。 

 

令和３年６月２４日 

                

内閣総理大臣 

総務大臣 

財務大臣 

文部科学大臣 

たつの市議会議長 永 富  靖   

様 

●
条
例
改
正

0480



6月定例会令和3年  第3回 

　

市
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
左
記
の

５
名
の
方
々
に
つ
い
て
、
市
功
労
者
表

彰
条
例
に
基
づ
き
、
市
功
労
者
と
し
て

表
彰
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
阿
曽
　
芳
和
　
氏

『
市
農
業
委
員
会
委
員
』

（
新
宮
町
上
莇
原
）

　
重
本
　
文
夫
　
氏

『
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
』

（
新
宮
町
時
重
）

　
西
川
　
　
廣
　
氏

『
市
職
員
・
管
理
職
』

（
揖
保
川
町
馬
場
）

　
松
本
　
文
隆
　
氏

『
揖
龍
公
平
委
員
会
委
員
』

（
太
子
町
鵤
）

　
山
本
　
榮
子
　
氏

『
市
連
合
婦
人
会
副
会
長
』

（
誉
田
町
広
山
）

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
、
本
市
に

設
置
さ
れ
て
い
る
人
権
擁
護
委
員
の
う

ち
、
２
名
の
任
期
が
９
月
30
日
を
も
っ
て

満
了
と
な
る
た
め
、
新
た
に
２
名
の
委
員

に
推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

中
谷 

伊
津
子  

氏  （
揖
保
川
町
半
田
）

今
岡 

　
佐
苗  

氏  （
御
津
町
苅
屋
）

市
功
労
者
に
５
名
を
同
意

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
同
意

議案等の名称 議案の説明

市
　
　
長
　
　
提
　
　
出

同
　
意

たつの市功労者として同意を求めることについて
（同意第3号～7号）

上記のとおり
人権擁護委員候補者推薦の意見を求めることについて
（同意第8・9号）

条
　
例

たつの市税条例の一部を改正する条例制定について

令和３年度税制改正により、地方税法等の一部及び所
得税法等の一部が改正されたことに伴い、市県民税に
おける国外居住親族に係る扶養控除の見直し及び特定
公益増進法人等に対する寄附金の範囲の見直し等が行
われたため、所要の改正を行うもの

たつの市手数料条例の一部を改正する条例制定について ４Ｐのとおり

たつの市国民健康保険条例及びたつの市後期高齢者医療
に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条
例制定について

国民健康保険被保険者等に対する傷病手当金の支給に
ついては、国の財政支援の適用期間に基づき、支給を始
める日の終期を条例で定めており、令和２年度において
は、３カ月ごとに延長しており、今後においても同様に延
長された場合の対応として、傷病手当金の支給を始める
日の終期を規則で定めるもの

たつの市駐車場条例の一部を改正する条例制定について ４Ｐのとおり

補
正
予
算

令和３年度たつの市一般会計補正予算（第４号）
２・3Ｐのとおり

令和３年度たつの市一般会計補正予算（第５号）

請　願
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度拡充をはか
るための、2022年度政府予算に係る意見書採択の要請
について

４Ｐのとおり

委員会提出
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度拡充を図るた
めの、2022年度政府予算に係る意見書の提出について

●令和3年第3回定例会　全員一致で可決等した議案

05 80



AKIHIRO  KUSUNOKI

HIROYUKI  TAKAGISHI

Q&A 新宮地区の活性化について

 

栗
栖
川
の
河
川
改
修
事
業
は

ど
の
よ
う
な
計
画
で
進
む
予
定
な
の

か
。	

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、
概
ね
５

年
間
で
栗
栖
川
統
合
井い

堰せ
き

か
ら
芝
田
橋

の
区
間
で
、
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た

治
水
対
策
を
進
め
て
い
く
と
聞
い
て
い

る
。
ま
た
、
平
野
橋
ま
で
の
残
区
間
に

つ
い
て
も
概
ね
10
年
間
で
河
川
整
備
を

計
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

 

国
道
179
号
平
野
橋
部
分
は
Ｓ

字
カ
ー
ブ
で
通
行
し
に
く
い
た
め
、

架
け
替
え
を
し
、
通
行
し
や
す
く
で

き
な
い
か
。

	

県
に
よ
る
と
、
平
野
橋
は
「
ひ
ょ

う
ご
道
路
防
災
推
進
10
箇
年
計
画
」
に

基
づ
き
、
耐
震
対
策
を
実
施
す
る
予
定

で
、
現
時
点
で
架
け
替
え
は
考
え
て
い

な
い
と
の
回
答
で
あ
る
が
、
県
と
協
議

し
て
、
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
に
な
る
よ
う

要
望
し
て
い
き
た
い
。

 

辺
地
対
策
事
業
を
活
用
し
た

事
業
に
つ
い
て

本
年
１
月
寒
波
に
対
す
る
課
題
と
対

策
に
つ
い
て

 

１
月
の
猛
烈
寒
波
で
香
島
地
区

は
市
水
道
他
区
域
か
ら
水
道
水
が
届

か
な
い
地
域
の
た
め
、
香
島
地
区
の

配
水
池
の
貯
水
量
が
急
減
し
、
断
水

の
一
歩
手
前
で
あ
っ
た
。
早
急
な
送

水
管
の
接
続
と
新
た
な
水
源
池
確
保

が
急
務
で
あ
る
。
そ
の
対
応
を
聞
く
。

	

送
水
エ
リ
ア
の
変
更
と
、
本
年

度
策
定
す
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
に
お
い
て
水
源
地
等
を
含
め
た

施
設
再
編
の
計
画
策
定
で
検
討
対
応

す
る
。

揖
龍
南
北
幹
線
道
路
、
宮
内
地
区
か

ら
吉
島
区
間
の
取
組
み
状
況
に
つ
い

て
 

宮
内
地
区
か
ら
延
長
先
で
あ
る

吉
島
区
間
（
県
道
宍
粟
新
宮
線
ま
で
） 

の
今
後
の
対
応
を
尋
ね
る
。

	

本
年
度
よ
り
大
鳥
踏
切
か
ら

市
道
新
宮
小
学
校
線
に
至
る
480
ｍ

〔
宮
内
バ
イ
パ
ス
第
一
工
区
〕
が
着

	

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
を
確

保
す
る
に
は
、
総
合
整
備
計
画
を
定

め
、
住
民
の
交
通
の
便
に
供
す
る
た

め
の
自
動
車
を
購
入
す
る
場
合
に
辺

地
対
策
事
業
債
の
対
象
と
な
る
。

 

新
宮
中
学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

修
復
に
つ
い
て

	

本
年
９
月
か
ら
令
和
４
年
３
月

中
旬
ま
で
の
期
間
で
、
東
側
法
面
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
り
侵
食

を
防
止
し
、
老
朽
化
し
た
フ
ェ
ン
ス
を

入
れ
替
え
る
工
事
を
実
施
す
る
。

 
桜
の
木
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
つ
い
て

	
オ
ー
ナ
ー
と
な
っ
た
方
や
市
民

が
桜
の
保
全
・
育
成
を
共
に
行
い
、

ま
た
周
辺
の
美
化
活
動
や
交
流
を
通

し
て
に
ぎ
わ
い
が
創
出
で
き
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
導
入
に
向
け
検
討

し
て
い
き
た
い
。

手
し
、
令
和
７
年
度
完
成
予
定
と
公

表
さ
れ
て
い
る
。
吉
島
区
間
ま
で
の

事
業
着
手
時
期
と
し
て
は
、〔
宮
内

バ
イ
パ
ス
第
一
工
区
〕
完
了
後
に
県

及
び
市
が
協
力
し
事
業
を
進
め
る
と

協
議
完
了
し
て
い
る
。

北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

 

北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
中
央

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
比
べ
て
、
事

業
費
が
安
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
工
夫
に
よ
る
も
の
か
。

	

建
設
発
注
手
法
や
新
宮
町
宮

内
地
区
の
市
有
地
の
活
用
で
、
建
設

事
業
費
の
抑
制
に
つ
な
が
っ
た
。

地
元
農
産
物
の
消
費
拡
大
に
つ
い
て

 

市
内
で
生
産
さ
れ
た
食
材
を

学
校
給
食
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
地

域
農
業
振
興
と
地
域
産
業
の
活
性
化

に
大
き
く
寄
与
す
る
と
考
え
る
が
市

の
取
組
み
方
策
を
聞
く
。

	

学
校
給
食
に
地
元
農
産
物
を

積
極
的
に
取
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
農
産
物
の

理
解
が
子
ど
も
達
に
深
ま
る
よ
う
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
推
進
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
高
齢
者
の
免
許
返
納
の
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て

●
企
業
誘
致
に
つ
い
て

●
山
城
を
中
心
と
し
た
八
朔
の
ひ
な
祭

り
の
よ
う
な
物
語
を
持
っ
た
Ｐ
Ｒ
及

び
観
光
客
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

●
災
害
時
に
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な

れ
ば
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
る
の

か
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
市
水
道
事
業
大
規
模
漏
水
点
検
調

査
結
果
に
つ
い
て

●
龍
野
橋
水
管
橋
工
事
に
つ
い
て

楠　明廣 議員

高岸 博之 議員

Q&A “１月の猛烈寒波の水道供給課題と対策”と
“北学校給食センターへの取組みについて”

0680



KOICHI  MIKI

YASUKO  KOEZUKA

Q&A 本市の教育環境整備・子どもたちの安心安全・人権施策を問う

Q&A 女性・子どもが抱える諸問題の解決に向けて

生
理
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

 

経
済
的
要
因
で
生
理
用
品
を

満
足
に
買
え
な
い
「
生
理
の
貧
困
」

問
題
が
顕
在
化
し
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
現
在
、
本
市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
支
援
を
し
て
い
く
考
え
か
。

	

防
災
用
備
品
か
ら
市
内
の
小
・

中
学
校
・
公
共
施
設
へ

配
布
・
設
置
し
、
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
事
業
と
連
携

し
て
支
援
を
し
て
い
く
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
に
つ
い
て

 

本
来
、
大
人
が
す
る
べ
き
家
事

や
家
族
の
世
話
を
日
常
的
に
行
っ
て

い
る
子
ど
も
に
対
す
る
本
市
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

	

過
去
に
事
案
は
な
い
が
、
必
要
な

支
援
が
行
え
る
よ
う
啓
発
活
動
を
行
い

社
会
的
認
知
度
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

が
ん
患
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

 

今
年
度
か
ら
近
隣
の
市
町
の

多
く
が
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
人
工
乳

教
育
環
境
の
充
実
と
子
ど
も
た
ち
の

安
心
安
全
対
策
に
つ
い
て

 

小
宅
小
校
舎
増
築
の
設
備
充

実
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。
さ
ら
に
は
、
若
年
層
や
教
職

員
等
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

	

増
築
校
舎
の
耐
用
年
数
は
70
年

を
見
込
ん
で
い
る
。
空
調
の
完
備
・
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
・
ト
イ
レ
の
洋
式
・
乾

式
化
を
は
じ
め
、
多
目
的
ト
イ
レ
・

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
段
差
解
消
な
ど
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
も
合
わ
せ
て
実
施
し

て
い
く
。
既
存
の
北
校
舎
も
ト
イ
レ

や
段
差
の
解
消
を
す
る
。
さ
ら
に
、

教
室
の
広
さ
も
1.2
倍
に
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
使
っ
た
学
習
に
対
応
で
き

る
電
子
黒
板
機
能
付
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
常
設
す
る
な
ど
新
し
い
生
活

様
式
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
つ
い
て
は
、
学
校
に

高
速
大
容
量
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

房
・
補
正
具
な
ど
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

（
外
見
）支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
本

市
に
お
い
て
も
早
い
支
援
が
考
え
ら

れ
な
い
か
。

	

先
進
自
治
体
の
状
況
を
調
査

し
、
令
和
４
年
度
か
ら
の
事
業
化
を

検
討
し
て
い
る
。

 

が
ん
患
者
へ
の
支
援
と
し
て
同

じ
悩
み
を
抱
え
る
仲
間
が
共
に
支
え

合
え
る
自
助
グ
ル
ー
プ
等
の
紹
介
は

で
き
な
い
か
。

	

が
ん
患
者
会
が
西
播
磨
で
活
動

さ
れ
て
お
り
、
医
療
機
関
の
患
者
サ

ロ
ン
と
併
せ
て
紹
介
し
て
い
く
。

 

「
が
ん
教
育
」
で
外
部
講
師
に

よ
る
体
験
談
等
を
取
り
入
れ
ら
れ
な

い
か
。

	

外
部
講
師
に
関
し
て
は
、
ど
の

よ
う
な
内
容
が
効
果
的
か
を
考
慮
し

検
討
し
て
い
く
。

自
殺
者
軽
減
の
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

 

本
市
が
養
成
し
て

い
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

に
対
し
「
は
り
ま
い
の

ち
の
電
話
」
の
相
談
員

養
成
の
受
講
料
補
助
は

で
き
な
い
か
。

	

県
や
近
隣
市
町
が
連
携
し
て
の

取
り
組
み
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

整
備
を
行
い
、
家
庭
に
も
通
信
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
て
い

く
。
ま
た
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
使
用
上

ル
ー
ル
な
ど
端
末
を
活
用
す
る
た
め

の
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
一
層
の
推
進

を
図
る
。
12
歳
か
ら
15
歳
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
は
国
の
方
針
を
見

定
め
て
か
ら
方
法
等
を
考
え
る
。
教

職
員
や
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
対
し
て
は
優
先
接
種
す
る
こ
と
と

し
、
７
月
中
旬
以
降
に
お
い
て
、
早

期
の
接
種
完
了
を
目
指
す
。

人
権
施
策
に
つ
い
て

 
差
別
落
書
き
へ
の
対
処
方
法

や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
現
状
は
ど
う

か
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導

入
は
考
え
て
い
る
の
か
。
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
の
啓
発
支
援
は
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
か
。

	

定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実

施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
７
件
の

書
き
込
み
を
削
除
さ
せ
た
。
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
、
姫
路
市
が
本

年
度
中
に
導
入
予
定
だ
が
、
本
市
も

導
入
に
向
け
て
検
討
す
る
。
ま
た
、

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
資
格

取
得
に
対
す
る
助
成
や
競
技
用
具
の

購
入
と
貸
出
を
行
う
。
今
後
も
関
係

団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
振
興
に

努
め
る
。

三木 浩一 議員

肥塚 康子 議員

07 80



KANAME  KASHIHARA

YUZURU  HORI

Q&A 龍野IC周辺活性化／大学誘致／ポストコロナ観光振興について

Q&A コロナワクチン接種状況について

柏原　要 議員

堀　　讓 議員

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た

が
、
社
会
的
効
果
が
得
ら
れ
る
ま
で

に
は
一
定
の
時
間
が
か
か
る
。
迅
速

な
対
応
が
必
要
だ
が
、
接
種
会
場
、

医
師
・
看
護
師
の
確
保
等
混
乱
は
生

じ
て
い
な
い
か
。

	

高
齢
者
対
象
の
接
種
は
、
市

内
30
カ
所
の
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
と
、
公
共
施
設
８
か
所
と
医
療
機

関
３
カ
所
で
の
集
団
接
種
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
は
、
接
種
の
加
速
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
た
つ
の

市
・
揖
保
郡
医
師
会
の
協
力
だ
け
で

は
な
く
、
揖
龍
歯
科
医
師
会
へ
の
協

力
要
請
と
市
独
自
で
、
医
師
・
看
護

師
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

 

副
反
応
が
出
た
場
合
の
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ

の
場
合
の
医
療
機
関
は
確
保
さ
れ
て

い
る
の
か
。

	

予
診
医
師
、
接
種
看
護
師
に

よ
る
対
応
と
、
救
急
機
材
や
救
急
薬

品
の
準
備
な
ど
、
体
制
を
と
っ
て
い

龍
野
Ｉ
Ｃ
周
辺
エ
リ
ア
の
活
性
化

 

①
龍
野
Ｉ
Ｃ
南
側
区
画
整
理
と

土
師
・
南
山
土
地
区
画
整
理
事
業
の

相
違
点
・
一
致
点
は
。
② 

①
の
問
題

点
・
教
訓
は
。
③
誘
致
の
方
策
・
活

動
は
。

	

①
【
相
違
点
】
龍
野
Ｉ
Ｃ
周
辺

は
、
商
業
施
設
等
の
誘
導
で
、
交
流

人
口
増
加
と
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目

的
。
土
師
・
南
山
は
、
流
通
や
高
次

生
産
施
設
と
居
住
環
境
を
整
備
。【
一

致
点
】
Ｉ
Ｃ
周
辺
で
幹
線
道
路
沿
道

の
高
い
交
通
利
便
性
。
②【
問
題
点
】

換
地
完
了
か
ら
組
合
解
散
ま
で
約

２
年
半
を
要
し
、
個
人
所
有
の
土
地

利
活
用
や
売
買
が
低
調
で
あ
っ
た
。	

【
教
訓
】
組
合
施
行
を
想
定
、
早
期
の

事
業
完
了
と
企
業
誘
致
を
目
指
す
。

③
組
合
設
立
準
備
段
階
で
事
業
化

パ
ー
ト
ナ
ー
を
選
定
、
商
業
・
医
療

福
祉
・
流
通
施
設
等
の
誘
導
を
検
討
。

大
学
の
誘
致

 

①
大
学
と
の
連
携
協
力
を
増
や

る
。
救
急
搬
送
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
は
、
た
つ
の
市
民
病
院
、
龍
野
中

央
病
院
、
と
く
な
が
病
院
で
対
応
で

き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
今
後
の
課
題

は
何
か
。

	

12
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
接
種

を
ど
う
す
る
か
と
、
集
団
接
種
会

場
の
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療
従

事
者
の
確
保
を
ど
う
す
る
か
が
課

題
で
あ
る
。

補
聴
器
の
助
成
に
つ
い
て

 

厚
労
省
は
、
難
聴
に
な
る
と
認

知
症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
と
発
表

し
た
。
今
、
中
軽
度
の
難
聴
高
齢
者

へ
の
補
聴
器
購
入
の
助
成
制
度
が
広

が
っ
て
い
る
。
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

	

身
障
手
帳
所
持
者
の
重
度
難
聴

者
は
、
国
の
支
援
法
に
よ
り
補
装
具

費
を
支
給
し
て
い
る
。
18
歳
ま
で
の

軽
・
中
度
難
聴
者
は
、
県
の
補
助
を

受
け
、
「
た
つ
の
市
軽
中
度
難
聴
児

補
聴
器
購
入
費
等
助
成
事
業
」
に
基

づ
き
、
言
語
の
習
得
、
教
育
等
に
お

け
る
健
全
な
発
達
を
支
援
す
る
た
め

に
、
補
聴
器
購
入
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
加
齢
性
難
聴
に
つ
い
て
は
、

対
象
者
の
範
囲
が
広
く
、
市
単
独
で

の
実
施
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

し
て
は
。
②
学
部
や
学
科
、
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
研
究
施
設
等
を
誘

致
し
て
は
。
③
Ｊ
Ｒ
の
駅
・
Ｉ
Ｃ
周

辺
も
候
補
に
誘
致
し
て
は
。

	

①
必
要
性
を
見
極
め
検
討
。

②
大
学
機
能
の
分
散
・
部
分
移
転

は
、
教
員
・
管
理
経
費
増
大
等
、

経
営
・
運
営
上
の
リ
ス
ク
が
大
き

く
、
相
当
な
公
費
投
入
が
無
い
と

実
現
の
可
能
性
は
低
い
。
③
商
業

施
設
や
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
等
が
適

し
て
お
り
、
大
学
は
広
大
な
用
地

を
必
要
と
し
、
採
算
が
厳
し
い
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
観
光
振
興

 

①
本
竜
野
駅
西
側
に
、
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
等
を
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ

で
建
設
し
て
は
。
②
県
道
本
竜
野
停

車
場
線
か
ら
国
道
179
号
線
の
沿
線
を

景
観
形
成
地
区
に
指
定
し
て
は
。

	

①
複
合
施
設
に
つ
い
て
は
、

地
元
小
宅
地
区
住
民
の
方
と
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

る
。
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
誘
致
は
、

赤
と
ん
ぼ
荘
利
活
用
の
進
め
方
で

大
き
く
変
わ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

施
策
の
方
向
性
を
検
討
し
た
い
。

②
県
と
と
も
に
景
観
形
成
の
向
上

を
図
る
が
、
現
時
点
で
は
、
景
観

形
成
地
区
の
指
定
申
請
ま
で
思
い

至
っ
て
な
い
。
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MINA  WADA

SHINICHIRO  MATSUSHITA

Q&A 新田山を含めた周辺環境の整備を／自治会のあり方と加入促進策の充実を

Q&A “市長選挙立候補への意思”と“健全な行財政運営について”

和田 美奈 議員

松下信一郎 議員

栗
栖
川
の
河
川
整
備
計
画
に
伴
う
周

辺
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

 

治
水
対
策
と
し
て
必
要
な
河

川
整
備
で
あ
り
、
周
辺
環
境
も
良
く

な
る
と
理
解
し
て
い
る
が
新
田
山
や

墓
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
一
部
不
便

に
な
る
点
も
あ
る
。
新
田
山
は
新
宮

地
域
の
方
に
と
っ
て
思
い
出
深
く
、

精
神
的
に
も
大
切
な
場
所
。
今
回
の

工
事
に
伴
い
、
駐
車
場
の
整
備
や
登

り
口
の
整
備
な
ど
、
プ
ラ
ス
の
発
想

で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
周
辺

環
境
全
体
を
よ
く
し
て
い
く
議
論
に

な
る
よ
う
に
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

	

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
は
治
水
対
策
と
し
て
の
河
川
整
備

計
画
を
進
め
る
こ
と
は
重
要
。
さ
ら

に
、
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
龍
野
北
高

生
の
通
学
時
の
歩
行
空
間
が
確
保
さ

れ
、
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

墓
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
等
ご
不
便
を
お

か
け
す
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
生
じ
る
か

と
も
思
う
し
、
で
き
る
こ
と
で
き
な

 

市
長
選
挙
立
候
補
へ
の
意
思
を

問
う
。

	

こ
れ
ま
で
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
「
子
育
て
支
援
」、「
人
口
減

少
対
策
」、「
経
済
の
活
性
化
」
を
よ

り
一
層
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
使
命
と

考
え
、「
継
続
は
力
な
り
」
の
言
葉

の
と
お
り
、
引
き
続
き
「
未
来
応
援　

住
み
た
い
ま
ち　

た
つ
の
」
の
実
現

に
向
か
い
、
市
長
選
へ
の
出
馬
を
決

意
し
た
。

 

新
市
建
設
計
画
で
の
令
和
３

年
度
の
歳
入
・
歳
出
予
定
額
と
令
和

３
年
度
予
算
の
差
額
発
生
の
原
因
・

背
景
を
問
う
。

	

新
市
建
設
計
画
の
財
政
計
画

は
、
平
成
31
年
に
お
い
て
、
合
併
特

例
債
が
活
用
で
き
る
令
和
７
年
度
ま

で
の
計
画
を
策
定
し
た
も
の
で
、
単

年
度
の
比
較
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
の
よ
う
に
策
定
時
に
は
想
定
さ
れ

な
か
っ
た
要
因
等
に
よ
り
計
画
額
と

の
差
が
生
じ
て
い
る
。

い
こ
と
は
あ
る
が
、
何
が
一
番
よ
い
の

か
を
国
、
県
、
市
、
地
元
の
皆
様
の
意

見
を
参
考
に
、
進
め
て
い
き
た
い
。

自
治
会
の
あ
り
方
と
加
入
促
進
策

 

高
齢
化
や
役
員
の
な
り
手
不

足
、
コ
ロ
ナ
自
粛
に
よ
る
自
治
会
の

行
事
自
粛
な
ど
に
よ
っ
て
自
治
会
の

継
承
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
対
応
や
防
災
対
策

に
お
い
て
も
、
自
治
会
の
役
割
は
大

変
大
き
い
。
組
織
の
底
上
げ
と
と
も

に
、
加
入
促
進
や
役
員
の
な
り
手
確

保
な
ど
の
方
策
が
必
要
で
あ
り
、
他

市
で
は
「
自
治
会
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
等

を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
本
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

	

新
し
い
自
治
会
長
が
窓
口
に

相
談
に
来
ら
れ
た
際
に
は
、
個
別
に

対
応
し
て
い
る
。
連
合
自
治
会
の
総

会
で
も
市
の
助
成
事
業
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
に
つ
い
て
は
、
必
要
が
あ
れ
ば
、

連
合
自
治
会
と
も
協
議
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
本
市

の
行
財
政
運
営
に
も
影
響
が
あ
る
も

の
と
推
察
す
る
が
、
令
和
３
年
度
目

標
値
の
将
来
負
担
比
率
45
・
０
％
以

下
、
市
税
収
納
率
98
・
７
％
は
達
成

で
き
る
の
か
。

	

将
来
負
担
比
率
は
、
普
通
会

計
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な

負
債
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比

率
で
、
令
和
３
年
度
予
算
ベ
ー
ス
で

8.9
％
と
試
算
し
て
い
る
。
市
税
収
納

率
は
、
令
和
２
年
度
決
算
見
込
み
に

よ
る
現
年
分
の
収
納
率
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
る
徴
収
猶
予
措
置
を
含
め
た
も

の
が
99
・
37
％
と
な
る
。

 

下
水
道
事
業
会
計
が
企
業
会

計
と
な
り
、
下
水
道
使
用
料
の
段
階

的
な
引
き
上
げ
が
必
要
と
の
説
明
を

受
け
て
い
る
が
、
下
水
道
事
業
の
財

政
計
画
の
見
直
し
は
進
ん
で
い
る
の

か
。	

今
後
経
営
環
境
が
厳
し
く
な

る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和

３
年
３
月
に
た
つ
の
市
下
水
道
事
業

経
営
戦
略
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
今
後
の
人
口
減
少
へ
の

対
応
と
し
て
、
農
業
集
落
排
水
施
設

の
統
廃
合
等
を
踏
ま
え
た
最
適
化
整

備
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。

る
。
救
急
搬
送
が
必
要
と
な
っ
た
場

合
は
、
た
つ
の
市
民
病
院
、
龍
野
中

央
病
院
、
と
く
な
が
病
院
で
対
応
で

き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
今
後
の
課
題

は
何
か
。

	

12
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
接
種

を
ど
う
す
る
か
と
、
集
団
接
種
会

場
の
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療
従

事
者
の
確
保
を
ど
う
す
る
か
が
課

題
で
あ
る
。

補
聴
器
の
助
成
に
つ
い
て

 

厚
労
省
は
、
難
聴
に
な
る
と
認

知
症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
と
発
表

し
た
。
今
、
中
軽
度
の
難
聴
高
齢
者

へ
の
補
聴
器
購
入
の
助
成
制
度
が
広

が
っ
て
い
る
。
市
は
ど
う
考
え
る
か
。

	

身
障
手
帳
所
持
者
の
重
度
難
聴

者
は
、
国
の
支
援
法
に
よ
り
補
装
具

費
を
支
給
し
て
い
る
。
18
歳
ま
で
の

軽
・
中
度
難
聴
者
は
、
県
の
補
助
を

受
け
、
「
た
つ
の
市
軽
中
度
難
聴
児

補
聴
器
購
入
費
等
助
成
事
業
」
に
基

づ
き
、
言
語
の
習
得
、
教
育
等
に
お

け
る
健
全
な
発
達
を
支
援
す
る
た
め

に
、
補
聴
器
購
入
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
加
齢
性
難
聴
に
つ
い
て
は
、

対
象
者
の
範
囲
が
広
く
、
市
単
独
で

の
実
施
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

●
コ
ロ
ナ
う
つ
、
フ
レ
イ
ル
予
防

●
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

09 80



5
月 

7
日
（
金
） 

議
会
運
営
委
員
会

	
	

全
員
協
議
会

	

14
日
（
金
） 

第
２
回
臨
時
会

	

27
日
（
木
） 

議
会
運
営
委
員
会

	
	

全
員
協
議
会

6
月 

3
日
（
木
） 

第
３
回
定
例
会
（
第
１
日
）

	
	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

	
	

正
副
委
員
長
会

	

8
日
（
火
） 

総
務
生
活
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

9
日
（
水
） 

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

10
日
（
木
） 

経
済
建
設
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

15
日
（
火
） 

議
会
運
営
委
員
会

	

17
日
（
木
） 

第
３
回
定
例
会
（
第
２
日
）

	

18
日
（
金
） 

第
３
回
定
例
会
（
第
３
日
）

	
	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

	

22
日
（
火
） 

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

	
	

皮
革
排
水
処
理
対
策
特
別
委
員
会

	

24
日
（
木
） 

第
３
回
定
例
会
（
第
４
日
）

	

30
日
（
水
） 

経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

全
国
市
議
会
議
長
会
議
員
表
彰

★
特
別
表
彰
（
議
員
在
職
20
年
以
上
）

楠　 明廣  議員

松下 信一郎  議員横田　 勉  議員

　

去
る
５
月
26
日
書
面
開
催
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
「
全
国
市
議
会
議
長
会
第
97
回
定

期
総
会
」
に
お
い
て
、
３
名
の
議
員
が
、
特

別
表
彰
を
受
彰
さ
れ
、
６
月
定
例
会
初
日
の

開
会
前
に
伝
達
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

7
月 

2
日
（
金
） 

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

	
7
日
（
水
） 

皮
革
排
水
処
理
対
策
特
別
委
員
会

	
9
日
（
金
） 

議
会
運
営
委
員
会

	

12
日
（
月
） 

総
務
生
活
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　

７
月
１
日
に
連
合
自
治
会
よ
り
、
次
期
選
挙
か
ら
議
員
定
数
を
２
議
席

削
減
し
20
人
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
定
年
制
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
に

つ
い
て
要
望
書
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
７
月
９
日
に
議
会
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
要
望
事
項

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
書
を
受
理

表
彰
の
お
知
ら
せ
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委員会

report

所管事務調査

福祉文教常任委員会

経済建設常任委員会

　委員会では、所管する事務について調査を行い、その
成果を本会議から付託された議案等の調査に活かして
います。

実 施 日：	令和3年4月13日（火）
調査事項： 幼稚園・小学校の統廃合に係る進捗状況

について

実 施 日：	令和3年6月30日（水）
調査事項： 龍野公園動物園の管理運営について

　御津小学校と室津小学校
の統合が２年前倒しとなった
経緯や、人口減少が進む地域
における今後の統合計画に
ついて調査を行いました。

　新聞報道等について、龍野公園動物園がどのよう
にして運営されているのか、飼育の実態や今後の方
針等について調査を行いました。

Ｑ	 カニクイザルの飼育状況はどのようになっているのか。
Ａ	 サル舎だけでなく多くの獣舎にバックヤードがあり、自
由に行き来できるようにしている。餌は、以前からボスザル
等に独り占めされないよう広範囲に分けて与えている。全
ての個体の摂取状況を観察し、食欲のないサルがいないか
など注視していく。

Ｑ	 テレビの報道では、クジャクがストレスで自分の羽を
抜くとあったが事実か。
Ａ	 原因は不明だが、ストレスによりクジャク自身が抜い
て首の毛がなくなっている可能性が高い。獣医師の診断に
よりホルモン剤を投与してきたが改善がみられないので、
ペアや部屋を替えたりし、経過観察しているところである。
今後は、獣医師等専門家に相談しクジャク舎の改善を検討
する。

Ｑ	 過去にクマ舎にロケット花火が撃ち込まれたとのこと
であるが、対策を講じているのか。
Ａ	 夜中にロケット花火等が撃ち込まれたことが平成元年
にあった。クマのストレス軽減のため、クマ舎の拡張、立ち
入り防止柵の改築、屋根の設置等の改善を行い、現在は防
犯カメラも設置している。

Ｑ	 予算について、新聞では年800万円から1,100万円と
いうことだが、今後改善するために増額するなどの検討を
行うのか。
Ａ	 新聞では他の公立動物園の予算額が約5,000万円で
あることと比べて、本市の予算額は800万円から1,100万
円で低い額となっていたが、掲載された本市の予算額は
光熱水費や餌代等に関するもので、人件費や周辺整備費
等の経費に係る予算は入っていない。今後の改善について
は、門

もん

扉
ぴ

の設置、周辺整備などは今年度予算で対応し、さ
らなる対策については、専門家とも協議した上で必要な対
策に係る経費を予算要求していく。

Ｑ	 今後の動物園の運営における基本的な考え方はある
のか。
Ａ	 今後も県の動物愛護センターにも意見を伺いながら、
改善を進めていく。また、動物園は、市民の憩いの場でも
あることから、引き続き獣医師等専門家の意見も聞いて、
今後の運営のあり方を検討していきたい。

≪主な質疑内容≫

カニクイザル舎前にて
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月定例会のお知らせ（予定）9
臨時会・定例会の開催日程及び内容は次のとおりです。お気軽に傍聴にお越しください。

詳しくは議会事務局までお問合わせください。

8/29 30 31 9/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 10/1 2

本会議第1日 総務生活
常任委員会
・分科会

福祉文教
常任委員会
・分科会

経済建設
常任委員会
・分科会

総務生活
分科会

福祉文教
分科会

経済建設
分科会

全体会

全体会

（一般質問）
本会議第2日

（一般質問）
本会議第3日

本会議第4日

　たつの市龍野町、如来寺周辺の趣ある小径。浦川に接して、周辺に
は寺院、醤油蔵などが立ち並ぶ、城下町龍野の情緒が残っている場所
です。散策・「映えスポット」として人気を集めています。

　私の龍野城下町の大好きな景観ベスト３に入る場所です。如来寺の柳
と浦川の流れがとても涼しげで涼感を感じました。城下町の街並みの美
しさを引き立てる着物姿の女性...私の写真の基本です。

髙見 修 さん（揖西町）

デ
ス
ク
メ
モ

委
員
長
　
柏
原
　
　
要

副
委
員
長
　
肥
塚
　
康
子

委
　
　
員
　
堀
　
　
　
讓

委
　
　
員
　
宗
實
　
雅
典

委
　
　
員
　
松
本
　
良
三

委
　
　
員
　
和
田
　
美
奈

委
　
　
員
　
名
村
　
嘉
洋

　市民の皆さまのお気に入りの「たつの
市のこみち」写真を募集中！ 採用されれ
ば、弊誌の表紙写真になります。
　こみち写真に「＃（ハッシュタグ）赤とんぼ
のこみち」を付けて、インスタグラム、
ツイッターに投稿してください。

《条件》
・たつの市内のこみちを写したもの
・縦長写真	 ・300万画素数以上
・人物など個人が特定できないもの

　議会広報調査特別委員会では、見やす
くわかりやすい紙面づくりに取り組んで
います。
　市民の皆さまにご意見をお聞かせいた
だき、今後の議会だよりの編集に反映し
たいと考えています。ご意見は議会事務
局までお寄せください。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
進
み
つ
つ
あ
り
少
し
明
る
い

兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
終
息
に
は
ほ
ど
遠
く
一
日
も
早

い
治
療
薬
の
開
発
等
が
望
ま
れ
ま

す
。
特
に
高
齢
者
の
外
出
自
粛
な
ど

に
よ
る
弊
害
や
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多

い
中
、
感
染
対
策
を
し
っ
か
り
行
い

な
が
ら
少
し
で
も
明
る
い
気
持
ち
が

持
て
る
よ
う
に
行
動
を
考
え
て
い
く

時
か
と
思
い
ま
す
。
必
ず
新
し
い
朝

は
や
っ
て
き
ま
す
。
市
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様
に
心
か

ら
の
笑
顔
が
戻
る
こ
と
を
願
い
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
市
議

会
と
の
「
市
民
意
見
交
換
会
」
の
団

体
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

こ
の
「
市
議
会
だ
よ
り
」
を
通
じ
て

広
報
活
動
の
充
実
に
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

スマートフォンはこちらから →

インターネット・スマートフォンで録画映像を見よう!!
市議会では、市民の皆さまに議会を身近に感じていただくために、
本会議の録画映像をインターネットで配信しています。

■令和3年7月25日発行
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